
■     ~ 1  水 稲新除草剤め実用化          :

―農試県南分場 ・技術部

1.背 景とねらい                ,!

近年、一発型除車剤の普及面積が増加しているが、県内では初期剤との体系で使用される例も多

く、低コス ト化、環境保全の面からは一発除車剤のみ‐回の処理で済ませることが1望ましい。

今回普及に供する2剤 は、一回の処理で 1年生雑事はもちろん、オモダカ、シズイ、クログワイ

等の多年生雑車にも卓効を示し、処理の適期幅が広 く、水稲に対する安全性も高い薬剤である。

2.技 術の内容

アtコ ント1‐ラクト粒剤         ‐

1)名 称等 種 類名 :エスプロカルプ●ピラゾスルフロンエチル粒剤

商品名 :コ ントラクト粒剤

試験名 :NC-31lSC∀ 粒剤

有効成分 ・含有率 :エスプロカルプ7,0%、 ビラゾスルフロンエチル0.07%

毒性 ;人畜毒性 :普通物、魚毒性 :B類 相当             r

2)薬 剤の特性

本剤は、ノビエやカヤッリグサ科雑草に効果の高いエスプロヵルプと、多年生雑事にも卓効

を示すピラゾスルフロンエチルを混合した薬剤である。広範囲の雑草に対 し1回の処理で防除

が可能で、水稲に対する安全性も高い。また一発除草剤としては比較的安価であり、低コス ト

で効果的な除草が可能となる。

3)使 用方法

移植後7～ 12日 (ノど工2,0葉期まで)ま でに湛水のまま―均‐に散布し、8～ 4日 は湛水

状態 (水深8～ 5c田程度)を 保つ。

4)使 用基準

分 処理法 使用基準 使用量 適用上壌 `地 常 適用雑草

植

　
稲

移 植 後

土壌処理

移植後

7～ 12日

(ノビ12,0葉期迄)

kg/10a

8

砂壌土～埴土

日減水深2c出以下

全県下
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スパークス

)名 称等 ‐

ター粒剤

種類名 :エスプロ

プレチラ

商品名 :スパーク

試験名 :NC-3

有効成分 ・含有率

カルプ●ジメタメトリンPピ ラゾスルフロンェテル ・

クロール粒剤     i  t  ■    |     |

スター粒剤

29粒 剤

:エ スプロカルプ7.0%、 ジメタメ トリン0。 2%、 プレチ

ラクロール 1.5%、 ビラゾスルフロンエチル0。 07%
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一
移

水

毒性 ;人畜毒性 :普通物、魚毒性 :B類 相当

2)薬 剤の特性

本剤は、ノビエやカヤツリグサ科雑草に効果の高いエスプロカルプと、多年生雑車にも卓効

を示すピラゾスルフロンエチル、ノビエ、ホタルイに効果を示すプレチラクロール、藻類、表

ヽ
　

】フ

層剣離に優れた効果のあるジメタメトリンの4剤 を混合した薬剤である。広範囲の雑車に対 し

1回 の処理で防除が可能で、ノビエの2.5葉 期まで枯殺可能である。残効期間は40日 以上

と長い。また藻類、表層剣離に対 しても効果が高 く、発生前で20日 、発生始でも 10日 程度

の抑制効果がある。

3)使 用方法         ‐

移植後 7～ 15日 (クビエ2.5葉期まで)ま でに湛水のまま均一に散布し、3～ 4日 は湛水

状態 (水深 3～ 5c口程度)を 保つ。

4)使 用基準

分 処理法 使用基準 使用量 適用上壊 ・地常 適用雑草

植

稲

移 植 後

土壌処理

移植後

7～ 15日

(ノヒ
・12 . 5葉期迄)

kg/10a

8

壊土～埴土

日減水深2 cm以下

全県下

一年生雑草、リハ
'イ

、ホタルイ、ヽラオモタ

カ、ミス
・
力
'ヤ

リウ、ウリカワ、オモタ'力、とルムシロ

クロク
・
ワイ、シス'イ、セリ、藻類 表ヽ層剣円剣離

3.指 導上の留意事項

1)コ ン トラク ト粒剤はノビエ2.0葉 期、ホタルイ ●ヘラオモダカ●ウリカワ・オモダカ●2

葉期、セリ発生始期、クログワイ発生始、シズイ草丈 8c口までが散布の適期である。ノビエに

対する残効期間がやや短いので、発生重の多い水田では発生前の処理を避け、ノピエの発生を

確認してから処理するとただしノビエの葉齢が2:0葉 を越えないように注意すること。

2)ス パークスター粒剤は、ノビエ2.5葉 期、ホタルイ ●ヘラオモダカ●ウリカワ・オモダカ

・2葉 期、セリ発生始期、クログワイ発生始、シズイ草丈 3c田までが散布の適期である。ただ

しノビエの発生量の多い水田では2.0葉 期までに処理する。

3)両 剤ともクログライ(シ ズイに対 しても効果があるが、発生の遅いものには効果が劣るので、

必要に応じて後期剤との組合せをする。

4)極 端な浅植え、浮首の多い水田、軟弱苗を移植 した水田および砂質上壌や漏水田では、生育

抑制等の薬害が強 く出ることがあ|るので使用 しないも                |

5)な お、雑草防除基準から削除する剤は次の通 りである。

・ゲザガー ド粒剤 (成分 :プ ロメトリン6.0%、 プレチラクロール1.5%)

・ワイダー粒剤 (成分 :ジ メタメトリン1.1%、 ビペロホス4.4%、 ベンタゾン10,0%)

4.試 験成績の概要

省略
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